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 当 期 決 算 の 特 徴 (単体) 
 

◆業務粗利益が減少し、当期純利益は減益 

（詳細は、4～5頁をご覧ください。） 
 

◇ 貸出金利回りの低下を主因に資金利益は前期比1,103百万円減少しました。役務取引等利益は同289百万円減少、

その他業務利益は債券関係損益の減少を主因に同2,020百万円減少し、業務粗利益は同3,413百万円減益の57,240

百万円となりました。 

◇ 一方、経費は人件費、物件費ともに減少し、全体で前期比1,006百万円の減少となったため、実質業務純益は同

2,407百万円減益の15,802百万円となりました。 

◇ 当期は与信コストが450百万円となり、前期比1,834百万円減少した一方で、株式等関係損益が同1,153百万円減少

したこと等から経常利益は同1,658百万円減益の19,230百万円、当期純利益は同855百万円減益の13,939百万円と

なりました。 
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Ⅰ 平成28年度通期（平成29年3月期）決算の概要 

 

１．預金、貸出金の残高【 単 体 】 
 
 当期中の預金等（譲渡性預金を含む）の期中平均残高は、前期比871億円増加（増加率1.99％）し、4兆4,671億円

となりました。うち、コアとなる個人預金の期中平均残高は3兆3,101億円で同355億円の増加となりました。 

 一方、貸出金の期中平均残高は3兆3,316億円となり、前期比2,074億円の増加（増加率6.63％）となりました。これ

は、事業性貸出・消費者向け貸出・地公体向け貸出がそれぞれ増加したことによるものであります。 

 この結果、預貸率は74.58％で、前期比3.25％上昇いたしました。 

 今後も引き続き、運用力の一層の強化に努め、良質な貸出金の増強に努力してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注)1．金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

   2．消費者向け貸出のうち、消費者ローンとは、借入の利便性向上のため予め貸出条件等を定めてパッケージ化した

商品であり、その他の消費者向け貸出とは、消費者ローン以外の個人向け一般融資（事業性の貸出を除く）であ

ります。 
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２．利鞘【 単 体 】 
 
 当期中の資金運用利回りは前期比0.06％低下して1.07％となりました。これは、低金利の長期化による貸出金利回

りの低下（前期比0.13％低下）が主因であります。 

 一方、資金調達原価は預金等利回りの低下（前期比0.02％低下）、経費率の低下（同0.04％低下）から0.94％（同

0.07％低下）となり、その結果、総資金利鞘は0.13％（同0.01％上昇）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
(注) 小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

３．預り資産残高・期中販売額【 単 体 】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．保険の取扱開始以降の取扱保険料累計額は465,447百万円であります。 
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４．損益状況【単体】 
 
 
 当行単体の当期の損益状況は次のとおりであります。 

 
 

■貸出金利息の減少により資金利益は減少 

 資金運用の要である貸出金は、前期に比べて期中平均残高は増加したものの、低金利の長期化により貸出金利回

りの低下が続いており、貸出金利息は前期比1,763百万円減少して38,036百万円となりました。一方、有価証券利息

配当金は同846百万円増加し、13,630百万円となりました。 

資金調達面では、預金等利息が減少する一方で、コールマネー利息・債券貸借取引支払利息などが増加し、資金

調達費用は全体で前期比126百万円増加し、3,540百万円となりました。 

これらの結果、資金利益は前期比1,103百万円減少の48,379百万円となりました。 

 
 

■役務取引等利益は減少 

 役務取引等収益は前期比134百万円減少の11,581百万円となる一方、役務取引等費用は同154百万円増加の5,078

百万円となり、役務取引等利益は同289百万円減少の6,503百万円となりました。 

 
 

■債券等関係損益の減少を主因にその他業務利益は減少 

 債券等関係損益（債券５勘定尻＋金融派生商品損益）が前期比1,815百万円減少したことを主因に、その他業務利

益は同2,020百万円減少の2,357百万円となりました。 

以上の結果、業務粗利益は前期比3,413百万円減益の57,240百万円となりました。 

 
 

■経費は人件費、物件費が減少 

 経費は人件費、物件費が減少し、前期比1,006百万円減少の41,438百万円となりました。 

 この結果、一般貸倒引当金繰入前の実質業務純益は、前期比2,407百万円減益の15,802百万円となりました。 

 
 

■与信コストが減少する一方で株式等関係損益が減少 

 当期は与信コストが前期比1,834百万円減少の450百万円となる一方、株式等関係損益が同1,153百万円減少の

1,679百万円となりました。 

 
 

■経常利益、当期純利益ともに減益 

 これらの結果、当期の経常利益は前期比1,658百万円減益の19,230百万円、当期純利益は同855百万円減益の

13,939百万円となりました。 
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【 単 体 】                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 1. 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2. 債券等関係損益＝ 

   国債等債券売却益－同売却損＋同償還益－同償還損－同償却＋金融派生商品収益－金融派生商品費用 
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５．損益状況【連結】 

 当行は連結子会社が９社あり、連結決算を実施しております。 

 当期の連結経常利益は単体比2,000百万円増の21,231百万円（前期比1,303百万円の減益）となりました。親会社株

主に帰属する当期純利益は単体比955百万円増の14,895百万円（前期比613百万円の減益）となりました。 

 

【 連 結 】                                                                       

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．連結粗利 益＝資金利益(資金運用収益－(資金調達費用－金銭の信託運用見合費用))＋役務取引等利益(役務取

引等収益－役務取引等費用)＋その他業務利益(その他業務収益－その他業務費用) 

3．連結業務純益＝連結粗利益－営業経費(臨時費用処理分を除く)－貸倒引当金繰入額(その他経常費用)中の一般貸

倒引当金繰入額 

 

 



 
 
 

株式会社  滋 賀 銀 行 

 - 7 - 

６．業務純益【 単 体 】 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 1．金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 

2．職員数は、期中平均人員を使用しております。 

 

 

７．債券等関係損益【 単 体 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 (注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

８．株式等関係損益【 単 体 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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９．有価証券の評価損益 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．「その他有価証券」については期末日の時価に基づいて評価しておりますので、上記の表は貸借対照表又は連結

貸借対照表計上額と取得価額との差額を記載しております。 

3．「その他有価証券」には、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めて記載しております。 

 

 

10．ＲＯＥ【 単 体 】 

（単位：％） 

 29年3月期 
  

28年9月期 28年3月期 28年9月期 
比   較 

28年3月期 
比   較 

 業 務 純 益 ベ ー ス  4.54 △0.85 △0.32 5.39 4.86 

 
当 期 ( 中 間 ) 

純 利 益 ベ ー ス 
 4.00 △1.13 △0.43 5.13 4.43 

(注)  小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 
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11．自己資本比率（国際統一基準） 
 
 当行は信用リスクの計測手法として『FIRB（基礎的内部格付手法）』を、オペレーショナルリスクの計測手法とし

て『粗利益配分手法』を採用しております。 

なお、当行単体の当期末の総自己資本比率は16.35％で前期末（平成28年3月末）比0.11％上昇、連結ベースの当期

末の総自己資本比率は16.67％で前期末比0.22％上昇となりました。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は億円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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Ⅱ  貸出金等の状況 

 

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 
 
当行単体のリスク管理債権の合計は576億円となり、前期末（28年3月末）比82億円の減少、総貸出金残高に占め

る比率は1.66％と同0.35％の低下となりました。 

 なお、当行の子会社では一般事業貸出を行っていないことから、連結ベースでのリスク管理債権残高は単体比50

百万円の増加にとどまっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

２．金融再生法開示債権の状況【 単 体 】 
 
 当行単体の金融再生法に基づく開示債権の合計は577億円で前期末（28年3月末）比82億円の減少、総与信に占める

比率は1.64％で同0.35％の低下、貸倒引当金や担保等による保全率は75.06％で同0.25％の上昇となりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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３．業種別貸出状況等 

 
 

(1) 消費者ローン残高【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

(注) 1．百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．住宅ローンには、地方公共団体制度融資(住宅資金)・協定住宅融資等の住宅関連融資を含めて記載しております。 

  

  

(2) 中小企業等貸出金残高・比率【 単 体 】                                   （金額単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（注）中小企業向け残高は、中小企業等貸出金残高（Ａ）より、上記（1）の消費者ローン残高を控除して算出しており

ます。比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

(3) 業種別貸出金残高【 単 体 】                                    （単位：百万円） 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)  百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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(4) 業種別リスク管理債権残高【 単 体 】                            （単位：百万円） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 百万円未満を切り捨てて表示しております。 

  

 

４．国別貸出状況等 
 
(1) 特定海外債権残高【 単 体 】                                                

     該当事項はありません。 

 

(2) アジア向け貸出金【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

 29年3月末 
  

28年9月末 28年3月末 
28年9月末比較 28年3月末比較 

イ ン ド ネ シ ア 1,421 1,136 1,105 284 315 

 （うちリスク管理債権） ― ― ― ― ― 

中 国 1,847 142 69 1,704 1,778 

 （うちリスク管理債権） ― ― ― ― ― 

香 港 2,802 180 869 2,621 1,932 

 （うちリスク管理債権） ― ― ― ― ― 

台 湾 550 ― ― 550 550 

 （うちリスク管理債権） ― ― ― ― ― 

タ イ 702 △85 △873 788 1,576 

 （うちリスク管理債権） ― ― ― ― ― 

ベ ト ナ ム 1,121 1,121 1,121 ― ― 

 （うちリスク管理債権） ― ― ― ― ― 

合 計 8,445 2,496 2,292 5,949 6,153 

 （うちリスク管理債権） ― ― ― ― ― 

 

(3) 中南米主要諸国向け貸出金【 単 体 】 

該当事項はありません。 
 
(4) ロシア向け貸出金【 単 体 】 

該当事項はありません。 
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Ⅲ  自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【 単 体 】 

 

〔平成29年3月末現在〕                                                              （金額単位：億円） 

自己査定結果（債務者区分別）  金融再生法の開示基準  リスク管理債権 

対象：貸出金等与信関連債権  
対象：要管理債権は貸出金のみ 

       その他は貸出金等与信関連債権 
 対象：貸出金 

区    分 

与信残高 

分          類  

区    分 

与信残高 

担  保 

保  証 

による 

保全額 

引 

当 

額 

保全率 

 

区    分 
貸出金 

残  高 
非 

分類 

Ⅱ 

分類 

Ⅲ 

分類 

Ⅳ 

分類 
  

破  綻  先 

 

3 

1 2 

 

― 

(0) 

 

― 

 

 
破産更生債権 

及びこれらに 

準ずる債権 

 

 

29 

25 4 100.00% 

 破綻先債権 3 

  
実質破綻先 

 

25 

9 15 

 

― 

(2) 

 

― 

(1) 

  

延 滞 債 権 447 

破綻懸念先 

 

422 

284 74 

 

64 

(155) 

  

危険債権 

 

422 

203 155 84.82%  

  

要 

 

 

注 

 

 

意 

 

 

先 

 

要管理先 

 

204 

 

21 182 

   

 

要管理債権 

(貸出金のみ) 

 

125 

 

29 

 

16 

 

36.32%  

3カ月以上 

延 滞 債 権 
2 

貸 出 条 件 

緩 和 債 権 
122 

  

 

小計 

577 

 

257 175 75.06%  合      計 576 

  

その他の 

要注意先 

 

2,358 

468 1,889    
正常債権 

 

34,616 

  

総与信に占める 

金融再生法開示基準 

による不良債権(小計) 

の割合         1.64% 

 

   

総貸出金に占める 

 リスク管理債権の 

 割合       1.66% 

正  常  先 

 

32,178 

32,178      

合      計 

 

35,193 

32,963 2,165 

 

64 

(158) 

 

― 

(1) 

 

合    計 

 

35,193 

      

 
（注）1．金額は単位未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

2．貸出金等与信関連債権：貸出金・支払承諾（銀行保証付私募債に係る支払承諾を除く）・外国為替・貸付有価

証券・貸出金に準ずる仮払金・未収利息の合計 

3．自己査定結果におけるⅢ分類の(  )内は分類額に対する引当額であります。 
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Ⅳ  平成30年3月期の業績予想 

 

〔 主要勘定(通期の期中平均残高) 〕 

                                                                               （金額単位：億円） 

 単    体 連    結 

 予想平均残高 前期比較 予想平均残高 前期比較 

預金等(譲渡性預金含む) 45,719 
(2.3 %) 

1,048 
45,575 

(2.3 %) 

1,048 

貸 出 金 35,135 
(5.4%) 

1,819 
35,034 

(5.4%) 

1,819 

有 価 証 券 12,920 
(△4.4%) 

△599 
12,923 

(△4.4%) 

△599 

(注) 前期比較欄の上段の(  )内は、前期比増減率であります。 

 

〔 利回り 〕【 単 体 】 

（単位：％） 

 予想利回り 前期比較 

預金等(譲渡性預金含む)        0.03 0.00 

貸 出 金 1.06 △0.08 

有 価 証 券 1.03 0.03 

 

〔 損 益 〕 

【 単 体 】                                                                      （単位：百万円） 

 中間期(平成29年9月期) 通期(平成30年3月期) 

 
29年9月期 

予 想 

28年9月期 

実 績 

28年9月期 

比 較 

30年3月期 

予 想 

29年3月期 

実 績 

29年3月期 

比 較 

経 常 利 益 7,500 11,058 △3,558 13,500 19,230 △5,730 

当期(中間)純利益 5,500 8,720 △3,220 10,000 13,939 △3,939 

業 務 純 益 7,000 9,160 △2,160 13,500 15,802 △2,302 

 

【 連 結 】                                                                      （単位：百万円） 

 中間期(平成29年9月期) 通期(平成30年3月期) 

 
29年9月期 

予 想 

28年9月期 

実 績 

28年9月期 

比 較 

30年3月期 

予 想 

29年3月期 

実 績 

29年3月期 

比 較 

経 常 利 益 8,500 12,221 △3,721 15,500 21,231 △5,731 

当期(中間)純利益 6,000 9,317 △3,317 11,000 14,895 △3,895 

(注) 親会社株主に帰属する当期（中間）純利益を表示しております。 


